
（令和３年度） 偽・誤情報に関する啓発教育教材等の開発

⚫ 令和３年度に、偽・誤情報に関する啓発教育教材として「インターネットとの向き合い方～ニセ・誤情報に騙されな
いために～」とその講師用ガイドラインを開発、公表した。

⚫ 開発にあたっては、有識者における議論や事業者等へのヒアリングの内容も踏まえており、併せて開発した効果検証
手法を用いた講座実証も実施した。

▲啓発教育教材 ▲講師用ガイドライン

（対象者） 若年層～成年層の幅広い年齢層を対象として作成。

（所要時間）60分程度の講義を想定しており、効果検証テスト※を併せて実施した場合でも、 90分以内に

収まる時間での実施を想定。

（形式） オンラインでも実施が可能な内容としており、編集が容易なパワーポイント形式にて公表することで、

講師の裁量により事例等を追加することが可能となっている。

（備考） 講座を開催する講師向けに、講師用ガイドラインも用意。各スライドで話す内容を詳細に記載し、

読み上げることで講座を実施できるようにしている。

概要
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